
職種により立場、制度、情報の優先度が違いま
す。お互いの専門性を尊重し、
相手の立場になって、思いやり
をもって連携しましょう。
丁寧な言葉遣いは連携の
基本です。

特に初めて連携する相手とは、
出来るだけ顔を合わせる機
会を作りましょう。
また、名札は常につけるよ
うにしましょう。

支援者間で、今後の病状や生活について認識を
共有し、緊急時に慌てないよう
対応を相談しておきましょう。

新見地域入退院支援ルールを参考に
しながら、電話に出やすい曜日や時間
帯の確認、不在時や緊急時の連絡方
法についても決めておきましょう。

突然訪問されても、十分な情報を用意
できないことがあります。また、面会の
みの場合でも、相手側には用事がある
ことがありますので、事前に電話する
か、窓口で一声かけましょう。

専門用語は相手に上手く伝わ
らない場合があります。
分かりやすい言葉を使うか、
注釈をつけましょう。

自宅、施設、病院での様子を、新見版
情報共有書で相手に伝えましょう。
また、その情報を支援者間で共有し
ましょう。

医療・介護れんらく帳は緊急時等
に本人の情報を得るための有効な
ツールです。関係者で記入の促し、
支援、修正、加筆を行い、活きた
情報となるようにしましょう。


